
【一触即発】マッチングアプリで
デリヘル嬢と会い、ボコされそう
になった話 

こんにちは、とっちゃん です。


タイトルにもある通り、今回は

マッチングアプリで出会った女性がデリヘル
嬢だった時のお話をします。


マッチングアプリって、

メッセージのやりとりはしてくれるけど、


絶対に会ってくれない

「サクラ」と呼ばれる人もいますが、




会うだけ会って、

デート代やら何やらを請求してくる

風俗関係の女性もいます。


最近ではマルチ商法の勧誘にマッチング
アプリを使う女性もいるみたいですね。


マジでクソっすよね。


引っかかる男も悪いのですが、その女たちが
クソであることには変わりありません。


それでは、

あの忌ま忌ましい過去を振り返りながら

文章を書いて行こうと思います。
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これは数年前の出来事です。


僕が非モテで、出会いに飢えていた時です。


素敵な出会いを求め、マッチングアプリを

何個か登録していました。


確かペアーズとwithだったかな。


でも、全然出会えませんでした。


せっかくマッチングしても

メッセージが続かない。




メッセージが続いても

なかなか会うまでたどり着けない。


そんな感じでした。


なので僕の生活は相変わらず

満たされないままで、


AVとオナホで性欲を満たす日々でした。


「どうしたら出会えんだよ」


「とりあえずセックスしてえな」


そんなことを思いながら

毎日マッチングアプリと格闘していました。




1ヶ月、2ヶ月と時間だけが過ぎていき、

肝心な女性との出会いは今だに０でした。


もどかしさだけが蓄積していきました。


そして、限界がピークを迎えたのか、


「セフレが簡単に作れるアプリとかねーか
な！！」


という思考が僕の中で働き始めました。


きっとあの時は上手くいかないストレスで

頭がだいぶイっちゃっていたと思います（笑




セックスしたい。セックスしたい。セックス
したい。


僕の頭は常にセックスのことばかりでした。


Googleで


「マッチングアプリ　セフレ　簡単」


と検索して片っ端から調べ上げ、とにかく
セックスできるアプリを探し求めました。


その中で

「およよ？このアプリはいんじゃね？」



と思ったアプリを見つけました。

この際だからアプリ名も言っちゃいます。

YYCというアプリです。

聞いたことありますかね？？


こんなやつです。


↓ ↓




うん、、、なかなか怪しい。


余談ではありますが、広告の女性が


・肌の露出が強め

・おっぱいがデカい

・おっぱいに目線が行くような服装


の場合、そのアプリには注意が必要です。


男性の性欲を掻き立てて

登録させようとしているからです。


まともなマッチングアプリの広告なら

もっと純粋な広告が多し、

おっぱいで釣ったりしません。




性欲の溜まりまくっていた僕はまんまと

この広告に引っかかるわけですが・・・


そんなわけで、僕はネットで

「セフレが簡単に作れる！」と噂の

YYCに登録することにしました。


（あなたは絶対に登録しないでくださいね）


「今度こそは！！！」


と僕も気合いを入れて挑みます。


しかし


全然出会えませんでした。




マッチングはしても会おうとした瞬間に

すぐメッセージが途絶えるし、


LINEを交換しようとしても

「もう少し仲良くなってから」

と言われて断られてしまうのです。


YYCは月額いくらでメッセージし放題

とかではなく、


メッセージを送るごとに課金されるので

これはかなりキツかったです。


「どうせみんなサクラなんだろうな、、、」




と、なかば諦めつつも


「もしかしたら、、、」


という淡い期待に胸を膨らませ、

YYCを続けていました。


そんな時、いつものように

YYCを開いていたら、


僕のメッセージに対して

こんな返信が届いてました。


↓  ↓  ↓






や、優しい人と秘密のお友達だとーー！！！


意味は分かります！！！！！


セフレってことですよね！！！！(☝ ՞ਊ ՞)☝


めちゃめちゃ興奮するやんけ！！！！！


僕は溢れ出す興奮を抑えつつ

メッセージを打ちます。






マッチングアプリで初めて

会う約束ができました。


ついに、ついに来た。


ここまで続けていて本当に良かった。


これでやっと報われた….


と思っていた僕でした。


ちなみにこの子のプロフィールは

こんな感じです。


↓






プロフィール写真を見ると

２４歳の清楚系なムチムチ肌の女の子です。


しかも、その子の方から


「セフレ探しているんだよねー」


と連絡が来たのです。


テンションが上がらないわけがありませんｗ


「これはいける！いけるぞ！」


と、僕は既に楽園モードに入っていました。




その先に待っているのは

地獄そのものなのですが・・・


めちゃめちゃ恥ずかしいですが、

出会うまでのやり取りを全て公開します。


↓   ↓   ↓
















ということで、僕らは

池袋で16時に会うことになりました。


池袋駅東口を出て左へ歩いていくとある

マクドナルドの下で。


実際に待ち合わせをした場所です。


↓







ここの菊色91って書いてあるとこの下にある

看板みたいなとこで僕は待っていました。


「どんな子が来るんだろう、、、」

「昼間っからセックスってなんか良いな」

「セフレになれるかな、、、」


そんなことを考えながら待っていました。




好奇心と期待感と、ちょっとの不安感で

待っている間は常にソワソワしていました。


僕が到着してから５分ほど経った時、

それらしき女性が僕の前にやって来ました。


こちらを伺うような感じで、恐る恐る


「YYCの方ですか？」


と語りかけてきました。


約束していた女性です。


「うわ、マジか…」




これが会った瞬間に僕が感じたことです。


もちろん、悪い意味の「マジか」です。


顔はお笑い芸人の鳥居みゆきさんが
超絶メンヘラになったような顔でした。

↑お笑い芸人の鳥居みゆきさん

少し整形したっぽい感じもありました。



しかし、問題はそこじゃありません。


僕が会った瞬間に


「うわ、ちょっとキツイなぁ…」


と思ったのは顔ではなく、服装でした。


写真は水着で清楚系な雰囲気だったのに

実物はちょっと痛い系のゴスロリでした。


僕が思っていたイメージとは真逆の感じで
萎えました。



上の写真のような服装です。

一緒に歩くのも恥ずかしいくらいのゴスロリ
衣装でした。



でも、「まぁセックスできるならいいか」

と思ってホテルに向かって行きました。

「どんなにゴスロリファッションでも
　脱げば変わらん。早く脱がすぞおおおお」

と、意気込んでホテルに入りました。

その女性が


そしてホテルに入り、
上着を脱ごうとした瞬間、、、、




女「あ、そうだ。デート代貰っていい？」


僕「ん？なんで？」

女「いや、うち業者だから」


僕「そんなこと言ってた？聞いて無いよ。」


女「言ってるよ。あんまりお金の話したく
　　ないからしつこく言わなかったけど」


んん…


なんだこの展開は？




デート代？なぜ？


こいつはデリヘル嬢？？パパ活女子？？


え、わからん。そんなこと言ってないやん。


慌てて僕はメールを見返します。

（うん、そんなこと何も書いていない。）

メールを見返しても、デート代なんて言葉は
１つも見つかりませんでした。

すると、女性は指を指して、



「ほら、これだよ。」

と言いました。


そのメールを引用します。
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お返事ありがとうございます！

仲良くなれたら軽いＳＭとか野外とかも笑

好奇心旺盛なのでいろいろ試してみたいです
♪

さすがに初対面は相性やお互いを知るために
も

ノーマルで会いたいですけどね(　_´ω`)




あと私は多くの人との関係とか一切興味ない
ので

ホ別２から３で会ってくれる優しい1名様だ
けを

私専用のセフとして今後仲良くしていきます
（＾ω＾）

さすがに毎回だとすごい事になると思います
ので

そこは私なりに考慮したいです(｀･ω･´)ゞ

１回だけの関係とかつまらないので

最低でも半年ぐらいは付き合ってほしいな
と！

こんな感じですけど仲良くしてくれますか？
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今見返すと恐ろしいくらい
怪しい文章なのですが、

当時の僕からしたら、


「そんなことよりも
　早くセックスがしたい！」

という気持ちが強すぎて
疑う余裕もありませんでした。


僕「え、これお金の話書いてなくない？」

女「書いてあるじゃん。ホ別２～３で会って
　　くれる優しい人って。
　　これ２万～３万ってことだから」




（おいおいマジか。

　俺はてっきり６人以上の乱行パーティーは
　嫌だから２人か３人で会ってくれる優しい
　人って事だと思っていたじゃねーか。


　ふざけんじゃねえ。
　この程度の女に３万も払ってたまるか！）

そう心の中で叫び、
僕はすぐに帰ることにしました。


僕「ごめんね。
　　そういうことなら俺帰るわ。」


そう言って、僕が帰る支度を始めた時、

女からの一斉攻撃が始まったのです。



女「何で？金が無いの？」


僕「いや、もういいから。」


女「タダでヤラセてくれると思ったの？バカ
　　だね。騙されたお前が悪いんじゃん。」


僕「うん、だから帰る。」


女「誰がお前みたいな奴とやるかよ。
　　キッモ。交通費くらい払って。
　　それすら払わないで帰るつもり？」


僕「ごめん帰る。」




女「本気で帰る気？
　　金払わないとかありえないんだけど。」

僕「じゃあね。」


女「いいーんだー。うちのバックの人たち
　　怖いけど大丈夫？もう情報は掴めてる
　　からお前終わるよ？」

僕「うん。大丈夫。セフレとか会う前に
　　言ってる時点で風営法に引っかかってる
　　と思うし。」


そう言って僕はホテルを出ました。




今でも


「あの時やらなくて良かった」


と心から思います。


あそこで少しでも男としてのプライドを出さ
なかったら、もう終わっていたと思います。


一生、女にペコペコし続けて、

女の言いなりになっていたと思います。


「あの時の自分、マジでモテなかったし

何回もフラれて、何度もバカにされてたけど

よく頑張ってた。よく男としてのプライドを

捨てなかったな。」と褒めてやりたいです。




ただ、その時が地獄だったことには

変わりありません。


僕がホテルを出た瞬間、


その女がドアからひょっこり顔を出し、

後ろ姿の僕に向かって

「死ね。絶対お前のこと潰しにいくから。
どうなっても知らねーよ。ハハハハハ～。」






と言い放ったのです。


もはや正気の沙汰ではありません。

イかれ狂っておりました。

怖すぎるわ！

こんな奴と一度でもセックスしようと思って
た自分を思いっきりぶん殴りたい。

と思いましたが、今はそれどころではない。


早く逃げなくては。




家に帰るまでが遠足。


ホテルを出たからといって

油断はできません。


デリヘル嬢なので近くで黒服の男が

スタンバってるかもしれないし、


下手したらとっ捕まって

ボコボコにされるかもしれません。


僕は手に汗握りながら

とにかく電車に乗る事だけを考えて
突っ走りました。

後ろは振り返りません。だって怖いもん。



後ろは振り返らず、ただ真っ直ぐに
池袋駅を目指し、走っていきました。

周りの通行人からは

「この子どうした？」

って、不思議そうな顔で見られましたが、
そんなの関係ありません。

こっちには命がかかっているんだ。

走らなくてどうする。

必死に走り、必死に走り、



なんとか、駅の改札を抜け、
ホームに入ることができました。

ここまでくれば一安心です。

そして駅のホームに着くやいなや、
メールボックスを確認すると


一通のメールが、、、
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怖い。怖すぎる。

こんなの悪魔じゃないか。

あんまりじゃないか。


「マッチングアプリで積極的にセックスを

　促す女にロクな奴はいねえ」


僕はこの日、大きな学びを得ました。


おしまい。




PS


今回はマッチングアプリで起こった
悲劇について話しましたが、

何もマッチングアプリは
業者ばかりじゃありません。


純粋に出会いを求めている女性も
たくさんいます。

というか、業者の方が圧倒的に少ないです。


だけど、昔の僕みたいに中々アプリで成果が

出ないと簡単に会える女になびきやすくなり
ます。




そして、簡単に会える女は容赦なく

デート代を請求してきたり、マルチの勧誘を
してきます。


そして、あなたの自己肯定感も下がって

悪循環になります。


・女からLINEへ誘導してくる


・仕事を聞いた時に「オーナー業だよ」

　とかよく分からん仕事を言ってくる。


・プロフィールにLINEやインスタのIDが

　書いてある


・すぐに学生かどうかを聞いてくる

　（学生だとマルチ勧誘できないため）


・明らかにセックスを匂わせてる自己紹介文




上記に当てはまる場合、

合わないのが無難です。


また、こちらのことを一切疑わずに、すぐに
会ってくる女性にも気をつけましょう。


普通、「恋愛したい」という気持ちがあれば
誰彼構わずに会うようなことはしません。

特に女性は基本受け身なので、しっかりと
品定めをしてから会おうとします。

それは、身体の構造上、
仕方のないことです。

女性は男性と違い、
精子をバラまくことができません。



男性は一度にたくさんの女性と
子供を作ることができますよね。

しかし、女性はどうでしょう？

一度子供を授かったら、
長い間育てないといけません。

だからこそ、誰彼構わず会うようなことは
しないし、自分から積極的に「会おう」とは
言ってきません。

（あなたが超絶イケメンだったり、アプリの
いいね数が500を超えていたら別です。その
場合は人気者がさらに人気者になる原理と同
じで女性が積極的にアプローチしてきます）



とりあえず、覚えておいて欲しいのは

男性に比べて女性はかなり慎重なので
すぐに会おうとしてくる男や下心丸出しの男
は即刻ブロックする。

ということです。

反対に、風俗関係やマルチ商法の勧誘目的の
女は相手の男性がどんな人でも

「金さえ払ってもらえれば良い」

という考えがありますので
男性の品定めはしません。



また、そのような業者の女は女の方から
メッセージが早い段階でLINEや
メールアドレスに移行しようとします。

なぜならその女に引っかかった
男性ユーザーから通報を受けまくるので
すぐアカウント凍結を食らうからです。

初回からめちゃ積極的な女は要注意。
職業がよく分からない女は要注意。

覚えといてくださいね。



PS

ということもあり、僕は基本的に会う前は
電話をするようにしています。

風俗やマルチ関連の女性からすれば、
電話ほどめんどくさいものはないからです。

ちなみに僕が今まで電話をして会った女性に
業者の女性は1人もいませんでした。

しかも、電話で会う約束をした女性の方が
その日にセックスをしたり、親密な関係に
なりやすい傾向にあります。

それは事前に電話をすることで



声のトーン、雰囲気、話しやすさなど、

たいていのことをお互いに知れるからです。

写真やメッセージではなく、生の声を聞ける
事で女性も安心することができます。

そして、安心した状態で会うから、会った
その日にセックスも可能になるのです。

あなたのリスク回避のためにも、
あなたがマッチングアプリで良い思いをたく
さんするたにも、ぜひ電話を活用してみてく
ださいね^ ^



「電話が苦手だ～」

「女の子と話すのは慣れてない～」

という方でも大丈夫です。

ちゃんとしたテンプレートがあります。

僕も学生時代はろくに女性と話さず、
童貞のまま社会人になった男です。

そんな男でも電話だけで食いつきを高める事
ができるようになったので、大丈夫です。

頑張っていきましょう。

とっちゃん


